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目的： 

医療用消毒殺菌剤は医療現場で広く使用され、稀に職業性の気管支喘息を引き起こすことが報告されているが妊婦の職業上の

医療用消毒殺菌剤使用と生まれた子どものアレルギー疾患発症との関連は検討されていない。妊婦の職業上の医療用消毒殺

菌剤の使用状況と生まれた子どもの 3 歳時のアレルギー疾患発症との関連を解析した。 

 

方法： 

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）に参加した 78,915 人の妊婦のデータ及び生まれた子どもの 3 歳時のデ

ータを用いて解析した。妊婦の職業上の医療用消毒殺菌剤使用と、生まれた子どもの 3 歳時のアレルギー疾患発症（気管支喘

息、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー）との関連について、多変量ロジスティック解析を用いて解析した。 

 

結果： 

仕事で医療用消毒殺菌剤を毎日使用していた妊婦から生まれた子どもは、使用していない妊婦から生まれた子どもと比べて、3

歳時に気管支喘息やアトピー性皮膚炎になる割合が高いことが明らかになった。一方、妊婦の仕事での医療用消毒殺菌剤の使

用と、生まれた子どもの 3 歳時の食物アレルギー発症との関連は認められなかった。また、妊婦の仕事での医療用消毒殺菌剤

の使用頻度が上がるほど、生まれた子どもが３歳時に気管支喘息やアトピー性皮膚炎を発症する可能性が高まる傾向にあっ

た。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究は、妊婦の職業上の医療用消毒殺菌剤の使用が、生まれた子どもの気管支喘息やアトピー性皮膚炎の発症につながる

可能性があることを示す、世界で初めての研究である。本研究では、妊婦の仕事での医療用消毒殺菌剤の使用状況について

は、自記式の質問票で尋ねており、必ずしも実際の医療用消毒殺菌剤のばく露状況を反映しているとは限らないこと、また、生ま

れた子どもが 3 歳の時に医師に診断されたアレルギー疾患を質問票で確認したが、保護者による申告であり、医療機関に照会

をしていないこと、等が本研究の限界として挙げられる。今後はさらに詳細な医療用消毒殺菌剤の使用状況を含めた研究が望ま

れる。 

 

結論： 

妊婦の職業上の医療用消毒殺菌剤の使用状況と、生まれた子どもの３歳時のアレルギー疾患発症との関連を解析した結果、医

療用消毒殺菌剤を仕事で毎日使用していた妊婦から生まれた子どもは、使用していない妊婦から生まれた子どもと比べて、3 歳

時に気管支喘息やアトピー性皮膚炎になる割合が高いことが明らかになった。 

 


